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商◎ トヒ冫 ク ス``研 究 最 前 線"/新 もい成膜プロセスー レーザーcv喫 こよる高速熱遮蔽轟 テル グ
◎STATUSOFLABORRrORlES研 究 室 の い ま
中嶋研究室/エネルギーから量子デバイスまで～飛躍の鍵を握る結晶成長への挑戦～
我妻研究室/次世代オンサイト分析のための新しいプラズ脇励起源の開発
b金 研 ニ ユー ㍗ 研究会・tt-2
,.ショツプ報告
◎ 附属 施 設 イン フォメー ション〆材料科学国際フロンティアセン夢一
◎RESEARCH-INDEX/磁 場誘起構造相転移をみる


























計画書の外に、別表に記載 し、文部科学大臣に提出 し、承認を得ることによ り、
その存続が認可される状況に変化することにな りました。このことは、本所の













































溶解凝固制御工学研究部門 後 藤 孝
匿灘蘿i纛謡鑼
ガ ス ター ビンは、従 来1000℃ 以下で運転 され
て い ま した が、年 々運 転温 度 が上 昇 し、現 在 は
1300℃ 以 上での運転が求め られ ています。特に、
そ の動 翼(ブ レー ド)は 、高温 の燃焼ガ ス に曝 さ
れ るだ けでな く、過 酷な熱サイ クル、熱衝撃 に耐
えな ければ な りませ ん。ター ビ ンブ レー ドの材
料 と しては、一般 にNi基 超 合金が用 い られ てい
ます が、金 属材料 であ る ことか ら高温 で酸化 や
強度 の低下が起 こり、1000℃ 以上で使用す る こ
とはできません。そこで、金属材料の表面にセラミッ
クスによる熱遮蔽コーティングが必要 にな ります。
そのセ ラミ ックス コー ティ ング には、断熱性 が
高い こと、熱衝撃 に強い こと、基材金属 との密着
力が 大 きい ことな どが求 め られ 、通常 ジル コニ
アが使 われ ています。
ジル コニ アの結 晶構造は温度 の上昇 に伴 って
単斜 晶、正 方晶、立方 晶へ と変 化 しますが、単斜
晶か ら正方 晶へ の変 態 に伴 って大 きな体積 変化
が あるた め、熱サ イ クル の過 程で ク ラックが発
生 し、強度 の劣化 や コーテ ィ ング の剥離が 起 こ
ります。そ のた め少量 のイ ッ トリアを添加 して
正方 晶 の構 造 を安 定化 させ た、イ ッ トリア安定
化ジル コニア(YttriaStabilizedZirconia,YSZ)
が用 いられ ます。




した。APSは 、容易に色 々な基材 に高速で成膜で
きる ことか ら、工業 プ ロセ ス と して広 く用 い ら
れ てい ますが、膜が不 均質 で欠陥 が多 く剥離 し
やす いなどの問題があり零す。一方、EB-PVDで は、
柱状 晶の発達 した熱衝撃 に強い膜 を形成す る こ
とがで きますが、高温 で膜 の焼結 が容 易に進行
して断 熱性が低 下す る ことや、コス トが高 い こ
鍵蜂鯉
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とな どが問題になっています。
本 研 究 部 門 で は、化 学気 相析 出(Chemical
VaporDeposition,CVD)でYSZ膜 の合成 に取
り組んで きま した。CVDに よるYSZ膜 は高温 で
の熱的安定性や基材との密着性に優れていますが、
一般 にCVDプ ロセ ス で は成 膜速 度 が遅 く、数
100μm以 上 の膜厚 を必要 とす るTBCへ の応 用




材上 に合 成 し、TBCと して の特性 が極めて優 れ
て いることを実証 してき ました。さ らに、ター ビ
ンブ レー ドのよ うな大型 ・複雑形状の基材 にコー
テ ィングす るための新 しいプロセス として、レー
ザ ーCVDの 開発 を試 み て き ま した 。レーザ ー
CVDは 、これ まで主 に半導体 デバイス の分野で
研究 が行われ て き ましたが、マイ ク ロパ ター ン
を形 成す る ことや 、低温 で成 膜す る ことを 目的
と した もので、セ ラミ ックス膜 を高速 で成膜 す
る研 究はあ りませんで した。
本研究部門では独 自に レーザー一 CVD装 置 を設
計 し、原料供給 系や基板加熱機構、レーザ ー導入
機構な どに改 良を加 え、YSZ膜 を毎時660μmと
いう驚異的な速度で成膜す ることに成功 しました。
写真 に本方法 によ り合成 したYSZ膜 の一例 を示
します。柱状 晶構造 のYSZが 規 則正 しく成長 し、
結晶性が高 く、TBCに 適 した構造 を有 しています。
この レーザ ーCVDの
過 程 で 特 異 な プ ラ ズ
マが 発 生 す る こ と も
見 出 し、従来 知 られ て
い なか った 新 しい 成
膜 反 応 が 起 こ って い
る ことが わ か りつ つ
あ ります。










太陽電 池は、エ ネルギー ・環境 問題 の解決策 の一つ と
して、研 究開発 に力 を注 ぐべ き重要な テーマです。太 陽
電 池 の多 くはシ リコ ン多結 晶か ら作 られ て いますが、
コス トを上げ る ことな く、さ らに効 率 を高め る ことが
普 及の鍵 を握 ってい ます。私た ちは、高効 率太陽電池 の
実現 を 目指 し、良質 な シリコン多結晶 の成長技術や、シ
リコ ンに代わ る新結 晶やその成長技術 の研 究 を行 って
います。下図は、シ リコン融液か ら一方 向成長す る結 晶
の成長界面 の様子 です が、このよ うな 「そ の場観 察」結
果 に基づ いて、多結
晶 の方 位 を 揃 え る
結 晶成 長 法 の 開 発
に取 り組んでいます。
また、良質 な シ リコ
ン薄 膜 の液 相 エ ピ
タキ シャル 成長法 、















































































































プ レー 、ス ピ ン
エ レク トロニ ク









































■ バ イアス電流導人型クロー放電フ フス マ
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・研 究会報告










豊田工大の寺嵜 亨氏、近藤 保氏による50分 講演、>ijayKumar氏(金 研)、隅
山 兼治氏(名 工大)に よる30分 講演をはじめとする計25件 の口頭発表が行
われました。その他の重要な発表のため に、初 日夕方にポスターセ ッショ
ンも開催されま した。ポスターの発表件数は28件 で した。ポスター賞には、
RodionV.Belosludov氏(金 研)と 山室 佐益氏(名 工大)が選ばれました。図は
大槻勤氏(核 理研)に よる7Be@C60の7Be→7Li核 崩壊測定で、室温 と極低温












































































1986年 の高温超伝導体の発見に始まり、20世紀最後の15年 は新超伝導体発見の連続で した。この流れは21世
紀に入ってもMgB2で の39Kの 超伝導発見に引き継がれています。超伝導体の理解・応用 には、超伝導体に侵入 し
た量子化磁束(渦 糸)の 振る舞 いがキーポイン トとな ります。個々の超伝導体で
起こる現象には、渦糸状態における何か共通な機構が働いているはずです。さま
ざまな超伝導体 における渦糸状態の統一的理解を 目的に、表記の研究会が平成



























10月24日 ・25日 、金 属 材 料 研 究 所 の講
堂 に お いて、表記 ワー ク シ ョップ を行 い ま
した 。材料 に求 め られ る機 能 性 は 、ます ま
す多 様 で高度 な ものに な りつつ あ 叺 圧 か
電 気 、熱 一電 気 、光 一電 気 な どの 機 能 変 換 材
料 へ の 期待 は 大 き くな って い ます 。特 に 、
それ らの機 能 材 料 の性 能 は、材料 の台 成プ
ロセ ス に依 存 して大 き く変 化 し ます 。そ こ
で、材 料 の合 成 プ ロセ ス を高 度化 す る こと
によ り、高機 能変 換 材料 を開 発す る ことが
期待 され ます。
本 ワー ク シ ョ ップで は、材 料 合成 の基 本
的 な反 応 であ る、固 相反 応 、液 相 反応 、気 相
反応 の各分 野 に お いて 、主 にセ ラ ミ ックス
材料 の合成 ・開発 を行 っ て いる研 究 者 が集
ま り、構 造 制御 プ ロセ ス を通 して材 料 の高
機能 化 を達 成 す る た め の斬 新 な 材 料 合 成
プ ロ セ スお よび そ れ らの横 断的 な複 合 プ
ロセ ス に つ いて の最 近 の研 究 発 表 お よ び
情 報 交換 を行 い ま した。
回圜 図囿回國
界面微小領域の評価と制御
櫻井 利夫・長尾 忠昭・藤川 安仁
今 回、日本 学術 振興 会 の 「外 国人 著 名研 究
者 招 聘事 業」によ り量 子 表面 界 面科 学 研 究
部 門 ・櫻 井研 にH.Rohrer博 士 を招 聘 して い
ます が、11月20日 、21日 に 日本 学 術振 興 会
との共催 で表 記 のワー ク シ ョップ を開催 し
ま した。HRohrer博 士 は 走査 トン ネル顕微
鏡(STM)を 発明 し、以後 も一貫 して走査プロー
プ顕 微 鏡(SPM)と して 総称 され る手 法の 開
発 に 大 き く貢献 され て こ られ ま した。ワー
ク シ ョ ップで はカ ーボ ンナ ノチ ュー ブか ら
磁束 量 子 観察 、金属 ナ ノ ワイ ヤ ー、マ ク ロ・
ナ ノマ シ ンニ ング、強相 関 酸 化 物 人工 格 了L
に至 る までナ ノサイ エ ンス分 野 にお け る最
先端 の材料 開発 、分 析 手法 に 関す る15件 の
招待講 演 と、若 手研 究者 ・大学 院 生 らによ る
34件 の ポス タ ー講演 が発 表 され 、出席 者 は
140名 を 超 え ま し た 。発 表 に 対 し て は
Rohrer博 士 の教育 的 な コ メ ン トと とも に
最先 端 の研 究 に対 す る 熱心 な 質 問 ・討 論が
交わ され、この分 野 の先 端 研究 を知 る上で



























材料科学国際フロンティアセンター長 櫻 井 利 夫


























獣'..一 軌 鶴 鮎 拓.
ウム を開催 す る事が 出来 ま した 。開所式 に は、
国 内か らは 阿部 総長(当 時)以 下 、多 数 の来賓 、
国 外 か ら も東 北 大 学 名 誉 教 授1987年 ノー
ベ ル 物 理学 賞 受 賞H.Rohrer博 士 、ハー バ ー
ド大 学 理 工学 部 長V.Narayanamurti教 授 、
ケ ンブ リ ッジ大 学材 料 科学 科長A,Greer教
授 を初 め、多 くの参 加者 を迎 える こ とが で き、
IFCAMの 名 に ふ さわ しい国 際 的 な式 典 を行
う事が できま した。6月よ りは、IFCAM(外 国人)
客 員 教授 が 、3名ず つ3ヶ 月の任 期 で 着 任 され 、本 年3月31日 ま で
にす で に9人 の著名 研 究者 が プ ロジ ェ ク トチ ーム の ホス トグ ルー
プ と精 力的 な研究 を進 め られ、成 果 があ が りつ つ あ ります 。本 年度
も4月1日 よ り3人 の外 国 人研究 者(中 国、ロ シア、イ ス ラエ ル)が 着
任 され研 究 がス ター トして い ます。
遠 藤 前 セ ンター 長 の豪 腕 で本 年度 は 、「ナ ノ材料 創製 ・総 合 評価
シス テム」導 入 の為、多 額 の特 別 設備 費 も認 め られ(内 定段 階)、本
格的 な研 究活 動が ス ター トで きる と楽 しみ に してお ります。
本 セ ンター は、金研 のす べ て の研 究者 の為 の もので あ る との認
識 の もと に、透明度 の高 い運 営 を期 して お りますの で、よろ し く御
支援 お願 いいた します。
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人 事 ニ ュ ー ス(平 成15年 ・月2日 ～平成15年4月1日)
小 野 幸 一 機器構成掛長 4/1付 昇任●雌 澗匿二蕭毒塑涯.
宇 田 聡 教 授 4/1付 採用 板 垣 俊 子 技術専門職員 4/1付 昇任
戸 叶 一 正 教 授 4/1付 採用 大 津 直 史 主 任 4/1付 昇任(特殊構造物質合成掛)
山 田 和 芳 教 授 4/1付 転 入 坂 本 冬 樹 主 任 4/1付 昇任(元 素分析掛)
曹 明 煥 助 教 授 4/1付 採用(八 百研) 佐 藤 寿 和 主 任 4/1付 昇任(機 器構成掛)
二 田 伸 康 助 手 2/1付 採用(松 井研) 伊 藤 俊 主 任 4/1付 昇任(物 性評価掛)
小 林 慎一郎 助 手 3/1付 採用(岩 佐研) 細 倉 和 則 主 任 4/1付 昇任(超 伝導掛)
工 藤 一 貴 助 手 4/1付 採用(小 林研) 野 手 竜之介 主 任 4/1付 昇任(材 料設計データベース掛)
朴 賢 國 助 手 4/1付 採用(我 妻研) 西 田 陽 子 主 任 4/1付 昇任(構 造解析掛)
市 坪 哲 助 手 4/1付 採用(松 原研) 野 村 明 子 主 任 4/1付 昇任(結 晶合成掛)
野 村 明 子 結晶合成掛 4/1付 採用(技 術部) 高 橋 智 主 任 4/1付 昇任(司 計掛)
村 上 亜矢子 人事 掛 員 2/1付 転入 小田嶋 恵 子
菅 原 健 士 総務 課長 4/1付転入 匪瓶 遡 魂1蓋一
主 任4/1付 昇任(用度 第一掛)
一
㎜
教 授3/31付 定年退職村 上 昭 夫 総務課課長補佐 4/1付 転入
皿
山 ロ 泰 男
早 坂 利 彦 掛 長 4/1付 転入(司 計掛) 遠 藤 康 夫 教 授 3/31付 定年退職
大 宮 照 男 掛 長 4/1付 転入(用 度第一掛) 平 賀 賢 二 教 授 3/31付 定年退職
杉 山 健 一 掛 長 4/1付 転入(施 設第一掛) 箕 西 靖 秀 助 教 授 3/31付 定年退職
角 田 昭 主 任 4/1付 転入(用度 第 二掛) 中名生 充 技術室長 3/31付 定年退職
佐 藤 寛 樹 司計 掛員 4/1付 転入(司 計掛) 庄 子 徳 志 機器構成掛長 3/31付 定年退職
佐 藤 尚 子 経理 掛員 4/1付 転入(経理 掛) 張 志 豪 講 師 1/3付 辞職(八 百研)
菅 原 ちはる 用度第一掛員 4/1付 転入(用度 第一掛) 李 賢 勇 助 手 2/28付 辞職(八 百研)
佐 々木 貞 之 専門 職員 4/1付 転入(学 際) 筒 井 健 二 助 手 3/31付 辞職(遠 藤研)
村 田 哲 彦 経理課主任 4/1付 転入(学 際) 平 賀 晴 弘 助 手 3/31付 辞職(遠 藤研)
関 ロ 寿 経理 掛員 4/1付 採用(学 際) 八 百 隆 文 教 授 4/1付 転出(学際科学国際高等研究センター教授)
佐 藤 裕 輔 才 田 淳 治 助 教 授 4/1付 昇任(学際科学国際高等研究センター助教授)事務 掛員4/1付 採用(材料試験炉利用施設)蠶
助 教 授2/1付 昇任(井 上研)
亀掛川 尚 子 助 教 授 4/1付 昇任(一関工業高等専門学校教授)塾
林 好 一 蠶?響 雛 　讖飜 纛鸚 讖戀 講 鑼 　 槲 壁 口鑞
才 田 淳 治 助 教 授 3/27付 昇任(井 上研) 後 藤 武 生 教 授 4/1付 東北大学名誉教授(八百研)
浅 見 勝 彦 教 授 4/1付 昇任(附属新素材設計開発施設) 寺 倉 清 之 教 授 4/1付産業技術総合研究所先端情報計算センター長(櫻井研)
佐 藤 裕 樹 助 教 授 4/1付 昇任(松 井研) 加 藤 晃 教 授 4〆1付トヨタ自動車(株}第2材料技術部金属材料室主担当員(井上研)
吉 見 享 祐 助 教 授 4/1付 昇任(兼 井 ヒ研) 藤 田 和 孝 助 教 授 4/1付宇部工業高等専門学校助教授(附属新素材設計開発施設)
松 木 邦 美 技術室 長 4/1付 昇任 ランガナサンスリニヴァサ 教 授 4/1付インド科学研究所教授(附属新素材設計開発施設〉
伊 藤 敏 行 情報企画班長 4/1付 昇任 ヤン ウェンシェン 教 授 4/1付北京大学物理学科教授〔附属材料科学国際フロンティアセンター)
三 浦 重 幸 掛 長 4/1付 昇任(材 料 設計データベース掛)
囹 ・園 ・圈 ・囹











それ らの情報の橋渡 しは、より一層重要 になって
くると考えております。以前に比べると執筆者の方々
からの入稿 もスムーズになってお り、頂いた原稿
を我 々もいち早く伝えていくよ う努めてまい り
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